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The Development of Japan Steel Industry in Post-War and Entrepreneurship: 




































































































































































 1950年度 1969年度 倍率 
      銑 鉄 
生産高   粗 鋼 
      鋼 材 
900千トン（103.7％）
868   （100.0％）
481    （55.4％）
13,76千トン （91.4％） 
14,837   （100.0％） 





      銑 鉄 
売上構成  半製品ほか










  注：（ ）内は対粗鋼比。 







合理化計画 製  銑 製  鋼 圧  延 
第１次合理化 室蘭 仲町集約化 
釜石 高炉改修 
広畑 高炉改修 
広畑 平炉新設 広畑 中板製造設備、冷延設備、 
   亜鉛メッキ設備新設 
第２次合理化 室蘭 高炉炉容拡大 
   焼結機増設 
釜石 高炉炉容拡大 
   焼結機新設 
広畑 高炉炉容拡大 
   高炉新設 
   焼結機新設 
室蘭 酸素発生設備新設 
   平炉新設 
釜石 モールドヤード新設 
広畑 酸素発生設備、転炉、
   電気炉新設 
室蘭 分塊工場、 
   ホット・ストリップ・ミル新設 
釜石 大形工場増強、中小形工場合理化 
広畑 塊工場、厚板工場、 
   広幅冷延鋼板設備、 
   ブリキ設備、 
   電気亜鉛メッキ設備新設 
第３次合理化 室蘭 高炉炉容拡大 







東海 転炉新設  
室蘭 第２線材工場、 
   コールド・ストリップ・ミル新設 
釜石 線材工場、電磁鋼鈑工場新設ほか 
東海 ホット、コールド・ストリップ・ 
   ミル、電気ブリキ工場、 
   亜鉛メッキ工場新設 
出所：新日本製鉄株式会社［1981］等により作成。  




















































































































































































































川  崎  製  鉄 住  友  金  属 
1950.8 川崎重工業から分離・独立  
  10 千葉に銑鋼一貫製鉄所建設を発表 
 
1952.1 千葉製鉄所建設計画案を通産省に提出、正式承認  
1953.7 千葉第１高炉（60トン）火入れ 1953.7  銑鋼一貫化を企図、小倉製鋼を合併 
1954.3 第２期計画を通産省に説明 
  ５ 世銀借款2,725万ドルを正式申請 
  ９ 第１期建設工事終了 
 
1956.12 第１次世銀借款2,000万ドル調印 1956.12 第２次長期設備合理化計画を発表 
1958.1 第２次世銀借款800万ドル調印 
  ３ 千葉第２高炉（1,000トン）火入れ 
  ４ 第１ホット・ストリップ・ミル完成 
  ６ 第１コールド・ストリップ・ミル完成 
1958.7  第２次世銀借款3,300万ドル調印 
 1959.11 第３次長期設備合理化計画発表 
1960.4 千葉第３高炉（1,500トン）火入れ 
  12 第３次世銀借款400万ドル、外債発行 400万ドル、
    ハノーバー銀行200万ドル調印 
1960.12 第３次世銀借款700万ドルおよび外債発 
     行580万ドル調印 
 
1961.7 千葉第４高炉（1,500トン）火入れ 1961.3  和歌山第１高炉（1,200トン）火入れ 
 1962.4  ホット・ストリップ・ミル完成 
1963.4 第２コールド・ストリップ・ミル完成 1963.3  コールド・ストリップ・ミル完成 
1963.4  和歌山第２高炉（1,500トン）火入れ 
1965.3 千葉第５高炉（3,600トン）火入れ 1965.4  和歌山第３高炉（3,300トン）火入れ 
1967.4 水島第１高炉（4,500トン）火入れ 1967.3  和歌山第４高炉（5,000トン）火入れ 
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○永野重雄について 
 上岡一史［1999］「日本鉄鋼業における競争的寡占体制の成立過程－昭和20年代後半における富士製鉄の投資行動
を中心として－」『経営史学』第34巻 第２号。 
 羽間乙彦［1977］『永野重雄論』ライフ社。 
 鉄鋼新聞社編［1985］『先達に聞く（下巻）』鉄鋼新聞社。 
 永野重雄［1990］『私の履歴書・昭和の経営者群像10』日本経済新聞社。 
 新日本製鉄株式会社編・刊［1981］『炎とともに－富士製鉄株式会社史－』。 
○日向方斉について 
 張紹喆［1992］「1950年代住友金属工業の銑鋼一貫企業化過程」『経済論叢』第150巻、第２・３号。 
 鈴木謙一［1963］『住友』中央公論社。 
 田中洋之助［1975］『日向方斎論』ライフ社。 
 鉄鋼新聞社編［1985］『先達に聞く（下巻）』鉄鋼新聞社。 
 日向方斎［1987］『私の履歴書』日本経済新聞社。 
 住友金属工業株式会社編・刊［1957］『住友金属工業六十年小史』。 
 住友金属工業株式会社編・刊［1967］『住友金属工業最近十年史』。 
 
